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いわゆる「古民家」の大半が、江戸や明治時代に建てられ
たものだとすれば、その百数十年目を揺らした「平成28
年熊本地震」は最悪のタイミングでした。
大きな揺れは、木造建築として老朽化し、建物としての
用途も変遷し、当然住まい手も変わっている現代におい
て、昔のままに民家が存在することの意味そのものを揺
さぶり、破壊していきました。

でも、全てではありませんでした。
被災後の混乱の中で、それでも使い続けたい、残してい
きたいと願う所有者や技術者、行政や市民が手を取り合っ
て、少なからずの民家と暮らしを残しました。

そして7年が経過し、あの時経験したこと、考えたこと
を整理できるようになりました。
耐震化・不燃化が進む城下町で、人口が減少する在町で、
さびしくなった農村で、それぞれの事情と希望を抱えな
がら、悪戦苦闘した日々の意味を、理解し共有できるよ
うになりました。

9月30日から2日間にわたって全国のみなさんと熊本の
復興と経験を共有したいと思います。
それはたぶん、大きな揺れが、またどこかの街や村を揺
らしても、民家やその暮らしが再起するように、熊本か
ら捧げる祈りのような気がします。
どうぞご参加ください。

第26回

いわゆる「古民家」の大半が、江戸や明治時代に建てられいわゆる「古民家」の大半が、江戸や明治時代に建てられ
たものだとすれば、その百数十年目を揺らした「平成28
年熊本地震」は最悪のタイミングでした。
大きな揺れは、木造建築として老朽化し、建物としての
用途も変遷し、当然住まい手も変わっている現代におい
て、昔のままに民家が存在することの意味そのものを揺
さぶり、破壊していきました。

でも、全てではありませんでした。
被災後の混乱の中で、それでも使い続けたい、残してい
きたいと願う所有者や技術者、行政や市民が手を取り合っ
て、少なからずの民家と暮らしを残しました。

シンポジウム
●民家再生奨励賞表彰式
●オープニングトーク
●被災地リレートーク
●JMRA会員の奇跡
［会　場］　熊本市中央区万町 2-4　早川倉庫
［時　間］　13:30 ～ 17:00（開場 12:00）
［参加費］　1,000 円（事前振込）
［定　員］　150 名　※定員に達し次第締切
　◆パネル展示（奨励賞事例、地震活動報告、曳家）
　　※ 12:00 ～ 13:30 は閲覧可能（無料）
　◆民家再生相談

懇親会
［会　場］　熊本市中央区南坪井町 2-8　壱之倉庫
［時　間］　18:30 ～ 20:30
［参加費］　6,000 円（事前振込）
［定　員］　60名　※定員に達し次第締切

オプショナルツアー
新町・古町（城下町）エリアA

　  熊本市中央区唐人町通り
［時　間］　10:00 ～ 12:30
［参加費］　1,500 円（事前振込）
［定　員］　30名
※定員に達し次第締切

川尻（酒蔵のある町）エリアB 　 　  　  　  
     熊本市南区川尻
［時　間］　10:00 ～ 12:30
［参加費］　1,500 円（事前振込）
［定　員］　30名
※定員に達し次第締切

おすすめスポット
熊本城も公開中です。
ぜひご覧ください。

9月30日㈯ 10月1日㈰

主催：特定非営利活動法人（認定NPO） 日本民家再生協会（JMRA）
後 援：環境省、全国市長会、全国町村会、熊本県、熊本市、朝日新聞社、毎日新聞社

※申込み方法は裏面をご覧ください



参加申込書　※必ずお申し込みが必要です。締切り 2023年9月15日（金）

シンポジウム

オプショナルツアー おすすめスポット

◆被災地リレートーク

◆オープニングトーク ◆民家再生奨励賞
　表彰式

城下町の民家が揺れる時冨士川一裕氏
　（熊本まちなみトラスト 事務局長）被災とは事業の不振、未解決の相続問題、建築物の老朽化、高齢化……積年の課題が一気に顕在化することも含む。所有者、市民、行政、それぞれが当事者としてどのように活動したか。その実際と未到達の課題を話す。

酒蔵のある町が揺れ
る時 

川尻と共に
古川保氏

　（すまい塾古川設
計室）

地縁を大切に紡いで
きた住民

達の人生も、古い街
並みと共

に揺れる。その再生
を果たす上で、

地域の建築家が、職
人が、あるい

は全国各地の仲間
達はどのように

動いたか。酒蔵のあ
る街並みに象

徴される誇りと紐帯
を振り返る。

小さな農村の商店街が揺れる時小川の町で
磯田節子氏

　（一級建築士事務所もやいデザイン工房代表）衰退著しいかつての商店街も容赦なく揺れる。多くの諦めの気配に負けずに踏ん張ることができるか？我が国の農村の未来を危惧しながら、そこに生きて行こうとする人々の明日を、民家はどのように包めるか。

◆JMRA会員の
　奇跡
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7 年目の熊本から ～巨大地震の教訓～7年目の熊本から ～巨大地震の教訓～

FAX、郵便、またはＥメールにてお申し込みください。● 9月15日までに、郵便振替口座（00190-0-396443　日本民家再生協会）に参加費をお振
込みください。払込人欄には必ずお申込みの個人名をお書きください。※振込手数料はご負担をお願いします。●1名様ごとのお申し込みをお願いし
ます。●入金確認後 9月中旬より、順次チケットをお送りします。●入金後のキャンセルの場合は、手数料がかかります。

参加項目に〇をして、合計金額をお振込みください。（※定員に達した場合は締切らせていただきます）

氏名 住所（〒　　‒　　　　）

電話 FAX 　Eメール

シンポジウム（1,000 円）懇親会（6,000 円）A 新町・古町オプショナルツアー（1,500 円）B 川尻オプショナルツアー（1,500 円）合計　　　　  円

特定非営利活動法人（認定NPO） 日本民家再生協会（JMRA）
〒 102-0085　東京都千代田区六番町 1-1　TEL 03-5216-3541　FAX 03-5216-3542
E-mail：info@minka.jp　　https://minka.or.jp/

お問い合わせ
お申し込み


